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１　研究の背景および目的
　「知識基盤社会」「多文化共生社会」「情報化社会」と
呼ばれる今日の著しい社会の変化に伴い、私たちに求
められる資質・能力も変化している。国立教育政策研
究所（2014）によると、21世紀に求められる資質・能
力は、「基礎力」「思考力」「実践力」の三層構造に整理
できるという。その中核である思考力とは、問題解決・
発見力、論理的・批判的・創造的思考力などから構成
され、批判的思考力はその中心に位置する。
　中学校技術・家庭（家庭分野）は、「衣食住などに関
する実践的・体験的な学習活動を通して、生活の自立
に必要な基礎的・基本的な知識及び技術を習得すると
ともに、家庭の機能について理解を深め、これからの
生活を展望して、課題をもって生活をよりよくしよう
とする能力と態度を育てる」ことを教科の目標として
いる。つまり、家庭科は日常生活に必要な知識や技能・
技術を身に付け、それを生かして生活を創造する力を
育てる教科である。楠見（2011、３）は、批判的思考
力を日常生活の実践を支える力としていることから、
当該思考力は家庭科の学習を行う基礎となる力である
といえよう。
　2012年に「消費者教育の推進に関する法律」が制定
されたことを受け、消費者教育の必要性が高まってき
た。高橋・岡﨑（2014、32）は「自立した消費者を育
成するための『消費者教育』は、今日、最も注目され
ているものの１つといっても過言ではない」と述べて
いる。さらに、前田・川口（2014、155）は「消費者
教育の３つの枠組みである『意思決定』、『資源管理』、
『市民参加』の核となる批判的思考力の育成が望まれ
るようになった」とし、消費者教育において批判的思
考力を重要視している。一方で消費者庁（2012）は、
各教員が消費者教育の必要性について認識を深めるこ
とが必要であると述べており、消費者教育の必要性に
対する教員の認識に課題があることがうかがえる。
　本研究では、中学校技術・家庭（家庭分野）Ｄ身近
な消費生活と環境（１）家庭生活と消費（以下、中学
校家庭科消費者教育と略記）における批判的思考力を
高める題材および教材を開発し、実践を通してその効
果を検証することを目的とする。
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２　研究の方法
（１）授業設計
　批判的思考力の育成についての実践は、消費者教育
を実施する家庭科および社会科をはじめ、様々な分野
で行われている。小川・長沢（2003）は、アメリカの
家庭科教科書の教師用マニュアルの批判的思考の指導
コメントに着目し、批判的思考のための学習パターン
を抽出した。土屋・堀内（2013）は、「批判的思考力」
および「考える力」についての見解を整理・考察し、
家庭科における批判的思考力を育む授業には、他者と
の意見交換を通して様々な意見に触れる必要があり、
討論や発表の場面が必要不可欠であると結論づけた。
前田・川口（2013・2014）は、学校での授業や市民を
対象にしたワークショップにおいて、参加者の批判的
思考力の育成を図ることを目的として、「レシートプロ
ファイリング」教材を考案し、グループ討論を組み合
わせた授業方法で高等学校家庭科における実践を行っ
た。その結果、「①他人の意見をよく聞く、②根拠を示
して自分の考えを説明する、③論点を整理して意見を
述べる、④他人の意見を聞いて自分の考えを修正した
り確信を深めたりすることは、批判的思考力の基礎を
なすスキルである」とした。
　先行研究を参考にすると、批判的思考力の育成に必
要な授業場面は、①自分の考えをもつこと、②他者の
意見を聞くこと（探究心）、③根拠を示して自分の意見
を述べること（証拠の重視）、④論点を整理して意見を
述べること（論理的思考への自覚）、⑤自分と他者の意
見を吟味し、自分の考えを修正したり確信を深めたり
すること（客観性）であると考えられた。そこで批判
的思考力育成のための授業場面として話し合い活動を
設定し、意見交換の結果を記述するワークシートを作
成した（図１）。また、生徒の興味・関心を高めるため
に、架空の中学生「群馬あかぎ」を主人公とし、身近
でストーリー性のある題材を考案した（図２）。
　題材「私たちの消費生活」（全６時間）の指導過程は
表１に示すとおりである。授業は群馬県内のＡ中学校
において、2015年９月から11月にかけて、当該中学校
の家庭科担当の教員によって実施された。
　１時間目は、計画的な買い物について学習する時間
神部京香・小林陽子94
注）朱字は解答例である。
図１　意見交換の結果を記述するワークシート
とした。計画的な買い物をすることの必要性に気付く
ように、レシート教材をもちいて必要なものと欲しい
ものを分ける活動を設定した（図３）。まず個人の活動
として、レシート教材で購入されている商品が自分に
とってどの程度必要であるか、または欲しいものであ
るかを考える。次に１ヵ月に使用できる金額を2000円
とし、レシート教材の商品に優先順位をつけ、自分が
購入する商品を選択する。その後４～５人の班を作り、
自分が選択した商品を発表し、意見交換を行う。自分
と他者が購入したいと感じる商品が異なっていたり、
自分と異なる観点から商品を選択していたりすること
に気付くことで、「客観性」および「証拠の重視」を中
心に批判的思考力を育むことができると考えた。
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注）朱字は解答例である。
図２　ストーリー性のある題材
表１　題材「私たちの消費生活」
１／６時間目 計画的な買い物をしよう
２／６時間目 商品の選択と購入
３／６時間目 販売方法と支払い方法
４／６時間目 消費者の権利と責任
５／６時間目 消費者トラブルの解決方法
６／６時間目 よりよい消費生活を目指して
図３　レシート教材
　２時間目は、商品の選択について学習する時間とし
た（図１）。購入する商品を選択する際に「品質」「機
能」「価格」「保証・アフターサービス」「環境への配慮」
の観点から比較・検討することの必要性に気付くよう
に、音楽プレーヤーを選択する活動を設定した。音楽
プレーヤーは生徒にとって身近であり、関心・意欲を
もたせることができるものであり、さらに、前述した
商品を選択する際の観点を考慮することができる。学
習活動は、まず商品情報を参考に自分がもっともよい
と考える音楽プレーヤーを選択し、次に４～５人の班
を作り、自分が選択した音楽プレーヤーを発表し、意
見交換を行う。その後、他者の意見および商品選択の
観点を踏まえ、自分がもっともよいと考えるものを再
度選択する。他者の意見を取り入れて自分の意見を修
正したり、確信を深めたりすることで「探究心」およ
び「客観性」を育むことができると考えた。また、商
品選択の観点を「商品選択のポイント」としてワーク
シートに記入することで「証拠の重視」を中心に批判
的思考力を育むことができると考えた。
　３時間目は、販売方法と支払い方法を学習する時間
とした。販売方法と支払い方法の利点と問題点に気付
くように、２時間目で選択した音楽プレーヤーの販売
方法と支払い方法を考える時間とした。まず販売方法
について、店舗販売と無店舗販売の利点と欠点を見出
し、自分が利用するならばどちらの販売方法を選択す
るかを考える。次に班での意見交換をし、その後、学
級全体でそれぞれの販売方法の利点と欠点を整理する
こととした。支払い方法についても同様の流れである。
ここでは、他者の意見を聞き自分にない観点に気付く
ことで「探究心」および「客観性」を中心に批判的思
考力を育むことができると考えた。
　４時間目は、消費者の権利と責任を学習する時間と
した（図２）。消費者の権利と責任について日常生活に
沿った場面を想定しながら学習できるように、題材の
主人公の消費生活の場面を設定した。まず買い物の場
面における消費者の権利と責任に関する事例を把握
し、あてはまる消費者の権利と責任を考える。次に日
常生活における消費者トラブルの「お題」を班ごとに
与え、消費者の権利と責任に関する消費者トラブルの
対応を考える活動を設けた。他者と意見交換しながら、
消費者トラブルの対策を考える活動を通して「客観性」
を中心に批判的思考力を育むことができると考えた。
　５時間目は、消費者トラブルについて学習する時間
とした。シミュレーションおよびロールプレイングに
よって具体的な消費者トラブルの事例を知り、消費者
トラブルの解決方法を考える活動を設けた。取り上げ
る消費者トラブルの事例は、近年子どものインター
ネット利用率が増加していることにあわせて増加す
る、オンラインゲームの課金によるトラブルやアポイ
ントメントセールスによる悪質商法に関するものにし
た（図４）。消費者トラブルの事例を模擬体験すること
によって、トラブルが起きたときの消費者の考えや業
者の考えを理解し、消費者を支える法律や相談機関に
ついて学習し、消費者トラブルの対策を考える活動を
設定した。ここでは設定した題材をもとに自分の消費
行動を反省し、注意深く判断をすることで、消費者ト
ラブルを未然に防ぐための策を考えることから、「論理
的思考への自覚」を中心に批判的思考力を育むことが
できると考えた。
　６時間目はこれまでの学習の振り返りをし、今後の
消費生活について考える時間とした。まず消費生活ゲー
ムをもちいて学んだ知識を振り返り、次に、意思決定
プロセスに沿って消費生活の学習活動を振り返る。そ
の後、今後の消費生活の目標を考える活動を設けた。
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図４　消費者トラブル教材
（２）評価方法
　本研究で開発した授業の効果を検証するため、批判
的思考の測定を試みた。平山・楠見（2004、189）の
「批判的思考態度テスト」をもちいて、実践前と実践
後に質問紙調査を行った。「批判的思考態度テスト」は
大学生を対象に作成されたものであるため、前田ら
（2010、93）を参考に、中学生用に項目や表現などを
修正して使用した。
　質問項目は、批判的思考態度の第Ⅰ因子「論理的思
考への自覚」13項目、第Ⅱ因子「探究心」10項目、第
Ⅲ因子「客観性」７項目、第Ⅳ因子「証拠の重視」３
項目の計33項目であった。逆転項目は５項目であり、
表記の際には（－）で示した（表２）。
　各質問項目について「あてはまらない」「ほとんどあ
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表２　批判的思考態度質問項目
項　　目
Ⅰ　論理的思考への自覚
１ 複雑な問題について順序立てて考えることが得意だ。
２ 考えをまとめることが得意だ。
３ どんな事でも正しく考えることに自信がある。
４ みんなが納得できるように説明することができる。
５ 複雑な問題を考えると混乱してしまう。（－）
６ いつも公平な判断をするので、友だちから判断を任されることが多い。
７ 何かの問題に取り組むときは、しっかりと集中することができる。
８ なかなかうまくいかない難しい問題でも取り組み続けることができる。
９ 筋道を立てて物事を考えることができる。
10 私の欠点は、気が散りやすいところだ。（－）
11 何かを考えるとき、さまざまな案を考える余裕はない。（－）
12 注意深く物事を調べることができる。
13 前向きな提案をすることができる。
Ⅱ　探究心
14 いろいろな考え方の人と接して、多くのことを学びたい。
15 これからも新しいことを学び続けたいと思う。
16 新しいことにチャレンジすることが好きだ。
17 世界のさまざまな文化について学びたいと思う。
18 外国人がどのように考えているかを勉強することは、大切なことだと思う。
19 自分とは異なる考えをもつ人に興味がある。
20 どんな話題に対しても、もっと詳しく知りたいと思う。
21 将来役に立つかどうかわからないことでも、できるだけ多く学びたい。
22 自分とは異なる考えをもつ人と話し合うのは面白い。
23 わからないことがあると質問したくなる。
Ⅲ　客観性
24 いつもできるだけ公平な判断をしようとする。
25 何かを考えるとき、自分の立場にこだわってしまう。（－）
26 何かを決めるときには、客観的な態度を心がける。
27 ある一つの立場だけでなく、できるだけ多くの立場から考えようとする。
28 無意識のうちに不公平な考え方をしていないか振り返るようにしている。
29 自分の提案した意見について話し合うとき、自分の考えにこだわってしまう。（－）
30 意見が合わなかったり、考えが異なったりする人の話もきちんと聞く。
Ⅳ　証拠の重視
31 結論を出す場合には、確実な証拠があるかどうかにこだわる。
32 判断をするときには、できるだけ多くの事実や証拠を調べる。
33 どんな事でも信じ込む前に、少しは疑うようにしている。
てはまらない」「どちらともいえない」「少しあてはま
る」「あてはまる」の５件法で回答を求め、集計では「あ
てはまらない」１点、「ほとんどあてはまらない」２点、
「どちらともいえない」３点、「少しあてはまる」４点、
「あてはまる」５点と得点化した。
　調査対象者は、題材「わたしたちの消費生活」（全６
時間）の授業を受けた群馬県内Ａ中学校に在籍する中
学２年生289名（男子143名、女子146名）であった。
記名式質問紙法による調査を、調査協力校の校長から
承諾を得た後、同校の家庭科教員を通じて調査を実施
した。実践前調査は2015年６月、実践後調査は同年11
月に実施された。有効回答数は169部（有効回答率
58.5％）であった。
３　結果および考察
（１）授業実践の様子
　１時間目に使用したレシート教材により、生徒は買い
物を計画的に行うことが必要であることに気付くこと
ができた。自分たちの「必要なもの」は学校で使用する
靴下やペンセットであることを考えることができた。
しかし、「学校で使用するものを保護者が用意するため、
自分で購入する必要はない」と発言した生徒が数名い
た。それらの生徒は自分の小遣いで必要なものを買う
必要がないと判断したため、授業においても自分の欲
しいものに偏った選択をした。自分で必要なものを購
入することが前提となる教材の設定が必要であろう。
　２時間目の音楽プレーヤーを選択する教材は、生徒
の関心を高めることができた。音楽プレーヤーを選択
する場面では、機能を重視する生徒がもっとも多く、
次いで価格を重視する生徒が多かった。
　３時間目の販売方法および支払い方法に関する学習
では、前時に扱った音楽プレーヤーを購入する方法を
選択する場面を設定した。販売方法、支払い方法を分
けて、それぞれで話し合い活動を行ったため、十分な
活動の時間を確保することができなかった。
　４時間目の消費者の権利および責任に関する学習で
は、権利・責任について理解し、実践的な活用方法を
考えることができた。
　５時間目の消費者トラブルの事例は、オンライン
ゲームの課金によるトラブルおよびアポイントメント
セールスによる悪質商法に関するものを設定した。オ
ンラインゲームの課金の事例については、課金の経験
がある生徒も多く、身近な内容として捉えていた。ア
ポイントメントセールスによる悪質商法については、
自分の経験としての実感がなく、想定しにくいもので
あったと考えられるが、ロールプレイングを取り入れ
たことで生徒の関心は高まった。模擬体験の直後、自
分であったらどう行動するかを記述させると、親に相
談するという回答がほとんどであった。その後、消費
者を支える法律や相談機関を学習し、制度を生かした
消費者トラブルの対策を考えることができた。
　６時間目の消費生活ゲームは、生徒の関心・意欲を
非常に高めることができた。多くの生徒が積極的に活
動に取り組んでいた。しかし、すごろく形式であった
ため、生徒によって回答する問題数に差があり、ゲー
ムを改良することが課題であろう。
　題材「わたしたちの消費生活」（全６時間）を通して、
話し合い活動を取り入れ、生徒が主体的に学習に参加
する授業形態にしたことにより、授業内容に対する生
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写真１　授業のようす① 写真２　授業のようす②
徒の意欲は高かった。ワークシートの記述には、以前
の自分を反省し改善しようとする記述や、自分に欠け
ていた視点に気付き考えを修正したり確信を深めたり
したという内容の記述がみられた。意見交換の過程を
記述したことで、自分や他者の考えを整理することが
できたと考えられる（表３）。
　また、主人公の中学生「群馬あかぎ」の消費生活に
沿ったストーリー性のある学習内容にしたことで、生
徒は学習内容を身近な問題として捉えていた。自分の
消費生活を想起しながら、具体的に学習場面を考える
ことができたといえる。
（２）実践前後の批判的思考態度
　本授業実践によって、生徒は批判的思考力を高める
ことができたのかを検証するために、批判的思考態度
33項目の合計得点を算出し、対応のあるｔ検定を実施
した。その結果、実践前後での有意差は認められなかっ
た。より詳細に検討するために、批判的思考態度の下
位因子について因子ごとの合計得点を算出し検討した
（表４）。
　「論理的思考への自覚」「探究心」においては、実践
前よりも実践後で平均値は低下したが、授業による経
験によって、以前の自分を省みて論理的思考や探究心
に対する自覚が出てきた可能性が考えられた。しかし
「論点を整理して意見を述べる」ことや「他者の意見
をよく聞くこと」（前田・川口，2014、156）を促すた
めの手立ての工夫や、生徒が論理的思考をしたり、他
者の意見を求めたりする機会をもつ必要があると考え
た。「論点を整理して意見を述べる」ための手立てとし
ては、ワークシートに欄を作成するなどして、思考の
段階を設けることが効果的であると考えられた。「他人
の意見をよく聞く」ための手立てとしては、１人あた
りの発表時間を決めたり、質問の時間を設けたりする
など詳細な時間配分をすることで、生徒の意識を発表
者に向けることができると考えられた。
　「客観性」においては、平均値は増加したが有意差は
認められなかった。ワークシートの記述から他者の意
見を聞いて、自分の考えの偏りに気付く生徒がいたこ
とはわかったが（表３）、より客観的に考えることを強
調する手立てを工夫する必要があった。たとえば、KJ
法によって自分と他者の意見を整理することや討論に
おける疑問や反論を通して他者の意見に対する理解を
深めることが効果的であると考えられた。
　「証拠の重視」においては、授業後の平均値が高まり
有意差が認められた。２／６時間目の「商品の選択と
購入」において、商品選択のポイントを示して自分の
選んだ商品について意見を述べることが、「根拠を示し
て自分の考えを説明する」（前田・川口，2014、156）
という証拠を重視する態度に繋がったと考えられた。
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表３　ワークシートの記述
生徒Ａ
私は衝動買いが今まで少し多かったので、こ
れから考えて買うようにしたいです。
生徒Ｂ
値段を考えて購入したり、必要性を考えるの
もすごく大事だと思いました。欲しいものを
多く買うのではなく、必要なものとバランス
よく購入することも大事だと思いました。
生徒Ｃ
この授業で自分がありえないほどお金をつ
かっていることに気付いた。多分あそびに行
くのだけで１万円こしてる。もっと必要な事
とか必要ななものとかを考えてお金をつかう
ようにする。
生徒Ｄ
いろいろな人の意見を聞いて、たくさん意見
が出て、それぞれ考え方が違って、いろんな
意見をしることができた。
生徒Ｅ
環境の配慮を心がけることができなかったの
でこれからはやって行こうと思いました。
生徒Ｆ
自分は品質とか価格ではなく機能で選んでい
るのだなと思いました。
生徒Ｇ
友だちの意見を聞いて、自分の意見が変わり
ました。選ぶ時は５つのポイントに気をつけ
て選びたいです。
生徒Ｈ
自分がほしい物を買うときは値段だけでなく
環境や品質・機能などを確かめて買う。
表４　授業前後の批判的思考態度４因子
n＝169
因子 平均値 標準偏差 値
論理的思考
への自覚
事前 39.59 7.07
－1.11
事後 39.09 7.36
探究心
事前 35.75 7.00
－.44
事後 35.53 7.26
客観性
事前 23.17 3.51
1.53
事後 23.57 3.47
証拠の重視
事前 9.53 2.10
2.97 **
事後 10.16 2.42
**＜.01
４　まとめと今後の課題
　本研究では、中学校家庭科消費者教育において批判
的思考力育成のための題材および教材を開発し、授業
実践を行った。その結果、批判的思考態度を構成する
１つの因子「証拠の重視」に向上がみられた。しかし
「論理的思考への自覚」「探究心」「客観性」について
は課題が残った。
　柴田（2006、32）によると、批判的思考力育成のた
めには、「問い心」を育てることが必要であるという。
本研究では、題材および教材の作成を主に行ったが、
より詳細な発問の仕方も考える必要がある。また、授
業によっては１時間あたりの学習内容が多く、生徒の
意見交換などの活動に十分な時間を確保することがで
きなかったため、授業構成を見直し、学習内容を整理
することが必要である。さらに、話し合い活動だけで
はなく、対立意見をたたかわせる討論形式を取り入れ
たりすることで、批判的思考力の育成およびより確実
な学習内容の定着を図ることができると考える。
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